
播種部分を浅く耕起しながら、

同時に大豆を播種する技術。播

種部分にあたるトラクタのロー

タリー爪をカルチ爪に交換する

ことで播種部分のみが浅く耕起

される。降雨後も速やかに播種

ができ、適期播種が可能。

Ｃｏｎｔｅｎｔｓ
➡ 松井徳一郎 氏 ～ 大豆 収量の安定、作業の効率化、低コスト化を実現 ～

➡ KOYASU FARM ～ やぎミルクで６次産業化 ～

➡ 各種表彰に関する取組を募集しています

農林水産省九州農政局

MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries」の略称です。

松井徳一郎 氏 ～ 大豆 収量の安定、作業の効率化、低コスト化を実現 ～

令和２年度全国豆類経営改善共励会＊にて、宗像市の松井徳一郎氏が農林水産大臣賞

（大豆 家族経営の部）を受賞されました。
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部分浅耕一工程播種作業では浅耕部分

の床に押しつけるように播種することが

大事。土壌水分や粒径も考慮して、速度

やロータリーの回転数を調節し、出芽の

安定を図っています。

今後も積極的に農地集積を図り、経営面

積を拡大したいです！

部分浅耕一工程播種の様子

松井徳一郎氏

福岡県の大豆の収穫量は 10,300 tで

全国３位、作付面積は8,220 haで全国

４位の大豆産地です（令和２年産）。

福岡県が育成した品種。｢フク

ユタカ」と比較し、収量・耐倒

伏性に優れる。播種適期幅が広

く、６月中下旬から播種できる

等の特徴があり、今後の広がり

に期待されます。

＊https://www.maff.go.jp/kyusyu/seiryuu/daizu/49kyoureikai.html

松井氏は13年前に親から経営を継承。農地中間管

理機構を活用した農地集積を行い、現在の経営面積

は約11ha。水稲・麦・大豆のブロックローテーショ

ンに取り組んでいます。

大豆については、麦収穫後の荒起こしを省略し、

耕起しながら種をまく「部分浅耕一工程播種」を平

成21年から導入し、適期播種、湿害・乾燥の防止に

取り組んでいます。あわせて、弾丸暗渠による排水

対策や土壌分析に基づいた土壌改良資材の投入によ

る土づくりも実施。さらに、自ら農機のメンテナン

スを行い、クラウドを活用した圃場管理等も実施し

ています。こうした取組を通じ、品質の向上、収量

の安定、作業の効率化や低コスト化を図っています。

令和２年産の単収は222 kg/10aと都道府県平均を上

回っています。



→ https://www.maff.go.jp/kyusyu/seiryuu/syokuhin/rokuzika/attach/pdf/panhu_jirei-20.pdf

→ https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/renkei/210615.html

認定証交付の様子

認定証交付の様子

【お問合せ先】 九州農政局福岡県拠点地方参事官室
〒812-0018 福岡県福岡市博多区住吉3-17-21 TEL 092-281-8261（代表）
https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/index.html

KOYASU FARM ～やぎミルクで６次産業化～

KOYASU FARM（代表:小林孝昭氏）は平成30年に創

業。自らやぎを飼育し、そのやぎミルクを原料としたソ

フトクリームやカップアイスを開発、販売してきました。

子どもを想う地元宇美町の活性化を願い、カップアイス

を「産み愛す」と命名。キッチンカーを活用して催事等

で販売しています。また、「令和２年度福岡県６次化商

品コンクール」の農林漁業者部門で特別賞を受賞するな

ど、県内のコンテストで多数の表彰を受けています。

令和３年５月には六次産業化・地産地消法に基づく総合

化事業計画＊が認定され、今後の発展が期待されている

ところです。今後、カップアイスのギフトセット販売や、

福岡県産あまおうを使った「いちご味」と福岡県八女産

のお茶を使用した「お茶味」のソフトクリームの開発・

販売を行う予定です。

▶ディスカバー農⼭漁村の宝（募集期間：８月31日まで）

各種表彰に関する取組を募集しています

地域創生を背負って宇美町をＰＲし、商品を販

売していることに喜びを感じています。次の世

代へと繋げて行きたいです。

今後、食材としての「やぎ」の認知度向上のた

め、同じ分野の事業者とネットワークを組んで

連携し、「チーズ」や「ヨーグルト」などの発

酵食品の販売にも取り組みたいです。

やぎとのふれあいの場を提供する事業も構想中

です！小林孝昭氏

飼育しているやぎ

総合化事業計画認定証の交付(右:小林氏)

カップアイス「産み愛す」

＊ 九州における６次産業化の推進について

▶ 令和３年度農⼭漁村女性活躍表彰（募集期間：９月30日まで）

「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き

出すことにより地域の活性化や所得向上に取り組んでいる優良な事例を選定し、全国への発信を通じて他

地域への横展開を図るものです。他の地域の参考となるような優れた地域活性化の取組を募集しています。

詳細はこちら→ https://www.discovermuranotakara.com/sentei/

女性が農山漁村でいきいきと活躍できる環境づくりに資することを目的に農林水産業及び農山漁村の活性

化、農林水産業経営や政策・方針決定への女性の参画推進、次世代リーダーとなりうる若手女性の農林水

産業への参入など女性活躍推進のために優れた活動を行っている個人や団体の方々を表彰しています。

詳細はこちら→ https://www.nca.or.jp/support/farmers/common/

※ 6次産業化アワード・地産地消等優良活動表彰、募集中（8月11日まで）
←優良活動表彰の募集

https://www.maff.go.jp/kyusyu/seiryuu/syokuhin/rokuzika/attach/pdf/panhu_jirei-20.pdf
https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/renkei/210615.html
https://www.discovermuranotakara.com/sentei/
https://www.nca.or.jp/support/farmers/common/

